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学
生
生
活

　

本
学
の
前
身
で
あ
る
英
吉
利
法
律
学
校
の
生
徒
た
ち
の
服
装

は
、
大
半
が
和
服
で
あ
っ
た
。
卒
業
生
の
一
人
で
あ
る
工
藤
武
重

は
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
の
創
立
五
十
周
年
記
念
に
際
し
て

「
五
十
年
前
の
回
顧
」
と
題
し
た
一
文
の
中
で
当
時
の
生
徒
た
ち

に
つ
い
て
「
二
三
の
洋
服
連
を
除
き
て
は
（
之こ

れ
は
官
庁
勤
務
者

な
り
と
聞
く
）
皆
な
和
服
の
着
流
し
で
あ
つ
て
、
袴
を
着
け
る
者

な
ど
は
、
一
人
も
見
当
た
ら
な
か
つ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

当
時
の
学
生
た
ち
の
服
装
に
つ
い
て
は
、
学
習
院
が
一
八
七
九

（
明
治
十
二
）
年
に
、
ま
た
帝
国
大
学
が
八
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
制

服
を
規
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
ほ
と
ん
ど
の
私
立
学
校
で
は

学
生
の
服
制
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
。

　

英
吉
利
法
律
学
校
や
東
京
法
学
院
時
代
に
は
、
学
則
中
に
服
装

に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
右
の
回
顧
録
や
現
存
す
る
卒
業
記
念
写

真
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
生
徒
た
ち
は
各
自
思
い
思
い
の
服
装
で

学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
自
由
な
服
装
も
、
二
〇
世
紀
初
め
の

学
制
改
革
と
私
学
の
変
質
の
過
程
で
、
次
第
に
様
相
を
変
え
て
い

く
。
一
九
〇
三
年
三
月
に
公
布
さ
れ
た
専
門
学
校
令
は
、
帝
国
大

学
以
外
の
高
等
教
育
機
関
を
専
門
学
校
と
し
て
統
合
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
反
発
し
た
私
立
専
門
学
校

は
従
来
の
学
科
課
程
を
再
編
し
て
大
学
部
（
本
科
）・
予
科
お
よ

び
専
門
部
（
専
門
科
）
を
開
設
す
る
と
同
時
に
校
名
を
「
大
学
」

名
称
に
改
称
し
、
そ
の
結
果
、
早
稲
田
大
学
を
は
じ
め
と
し
て
東

京
法
学
院
大
学
・
明
治
大
学
・
法
政
大
学
・
慶
応
義
塾
大
学
部
・

日
本
大
学
な
ど
の
「
大
学
」
が
次
々
に
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
私
立
大
学
は
、
以
後
、
組
織
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら

帝
国
大
学
と
同
等
の
資
格
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い
く
が
、

他
方
で
、
学
生
の
風
紀
を
保
つ
た
め
の
学
則
改
正
に
着
手
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
制
服
・
制
帽
を
定
め
て
い
く
。
早
稲
田
大
学

や
明
治
大
学
は
、「
大
学
」
組
織
化
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

一
九
〇
〇
、
〇
一
年
に
相
次
い
で
制
服
・
制
帽
を
制
定
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
〇
二
年
三
月
に
学
制
革
新
の
議
が
起
こ
り
、
こ
れ
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制
服
・
制
帽
の
は
じ
ま
り

が
維
持
員
会
に
諮
ら
れ
て
大
学
組
織
と
す
る
か
否
か
が
論
議
さ

れ
、
そ
の
際
に
「
学
校
ノ
品
位
ヲ
高
カ
ラ
シ
ム
ル
ノ
点
ニ
付
テ
ハ

異
議
者
ナ
ク
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
八
月
十
四
日
の
『
報
知

新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
は
「
近
来
都
下
学
生
の
風
儀
日
を
追
ふ

て
悪
し
く
な
り
酒
食
に
荒す
さ

む
ば
か
り
か
刑
事
上
の
罪
を
犯
す
者
す

ら
頻ひ
ん

々ぴ
ん

と
し
て
生
ず
る
に
至
り
常
に
凶
器
を
携
へ
喧
嘩
口
論
を
常

と
す
る
な
ど
の
愚
者
あ
り
て
刃に
ん

傷じ
ょ
う

沙
汰
屢し
ば
し
ば々

聞
ゆ
る
」
と
い
う

あ
り
さ
ま
で
、
粗
暴
な

学
生
の
在
籍
す
る
学
校

へ
の
社
会
的
な
制
裁
気

運
も
高
ま
っ
て
い
た
。

　

〇
三
年
に
入
り
本
学

で
大
学
組
織
問
題
が
再

燃
す
る
と
、
五
月
に
社

団
法
人
化
と
あ
わ
せ
て

大
学
と
す
る
こ
と
が
維

持
員
会
で
決
議
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
同
年
八
月

東
京
法
学
院
大
学
と
し

て
認
可
さ
れ
る
と
同
時

に
、学
則
改
正
を
行
い
、従
来
の
「
教
場
心
得
」
を
「
学
生
心
得
」

と
改
め
、
第
一
条
目
に
「
教
場
ニ
出
席
ス
ル
ト
キ
ハ
必
ス
制
服
制

帽
洋
服
若
ク
ハ
袴
ヲ
着
用
ス
ヘ
シ
」
と
の
新
た
な
条
文
を
加
え
、

学
生
に
制
服
・
制
帽
の
着
用
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

　

創
立
二
十
周
年
に
あ
た
っ
て
校
名
を
中
央
大
学
と
改
称
し
た

が
、
そ
の
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
〇
七
年
大
学
部
本
科
法
律
学
科

を
卒
業
し
た
天
野
徳
也
は
、
先
の
工
藤
と
同
様
に
創
立
五
十
周
年

記
念
に
寄
せ
た
「
三
十
年
を
顧
み
て
」
と
い
う
回
顧
談
の
中
で
、

東
京
法
学
院
大
学
時
代
の
学
帽
が
「
五
角
形
で
天
下
一
品
の
特
色

物
で
あ
っ
た
」
こ
と
や
、
校
名
が
中
央
大
学
と
な
っ
て
学
帽
が
四

角
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
興
味
深
い
話
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
一
三
年
七
月
の
学
則
改
正
で
本
学
の
服
制
は
「
教
場

ニ
出
席
ス
ル
ト
キ
ハ
必
ス
制
服
制
帽
洋
服
若も
し

ク
ハ
袴
ヲ
着
ケ
靴
又

ハ
上
草
履
ヲ
用
ウ
ヘ
シ
」
と
改
定
、
履
物
規
定
が
追
加
さ
れ
て
、

昭
和
戦
前
期
ま
で
こ
の
規
定
が
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

〇
三
年
の
東
京
法
学
院
大
学
の
誕
生
は
、
本
学
に
と
っ
て
帝
国

大
学
に
準
じ
た
大
学
と
な
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
同
時

に
、
画
一
的
な
服
制
を
学
則
上
に
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
粗

暴
な
振
る
舞
い
を
行
う
学
生
た
ち
を
牽
制
し
つ
つ
、
大
学
と
し
て

の
社
会
的
な
認
知
を
求
め
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

東京法学院大学時代の学生


